
力
十

役
・地
子
鋭
及
び
臓
に
懸
る

上
納
鋭
、
mH泌
の
地
子

-
は
、
御
地
判
中
行
C
も
J
4
所
町
田
中
行
で
も
何
日
に
報
告

川
に
は
地
子
側
及
び
般
に
怒
る
L
L

納
印
刷
崎
町
納
め
る
お

↑
す
る
伎
一
聞
で
、
路
川
市
古
で
綴
約
し
た
。

務
そ
れ
は
せ
た

o
mこ
の
外
本
川
で
は
本
州
山
山
及

-

カ
ナ
ザ
ハ
ケ
ン

金
運
麟
」
ケ
リ
J

セ
イ

腕
制
。

び
議
出町
の
扶
待
相
訓
等
中
一役

L
、
地
子
川
C
は
川
出
チ
川

一

カ
ナ
ザ
ハ
ゲ
ン
ジ

金
運
源
次
椛
M
H
私
犯
に
、

精
一川
の
給
一山
・組
A
N
洲
市り抽出川町叫
・地
子
川
人
間
鋭
部
工

芸

ど

一年一

mw謝
料
安
宅
の
出
火
キ
一
腕
れ
亡
、

一
旦
許

ぞ
仇
し
た
。

一
行
っ
た
時
、引
円
上
左
街
門
の
一
行
ニ
イ

一
騎
之
を
渇

カ
ナ
ザ
ハ
オ
シ
ロ
カ
タ
ゴ
ヨ
ウ
ヌ
シ
ヅ
キ

金
法

一
ひ
越
し
た
が
、
従
士
金
抑
制
叫
次
は
左
術
門
に
抑
め
て

御
減
方
御
用
一王
附

i
カ
ナ
ザ
ハ
ジ

ヨ
ウ
〆
イ
全

一
之
そ
討
た
し
め
ん
と
し
た
と
あ
る
o
h品
川
知
川
去

抑
械
代
。

一
」
、
都
次
は
余
仰
に
あ
る
脅
以
亡
、
姓
と
し
た
の
で

カ
ナ
ザ
ハ
オ
ル
ス
ヰ
パ
ン

金
遊
山岬
留
守
足
早
世

一
あ
ら
ヲ
O

門主
一
以
て
見
れ
ば
、
文
治
の
頃
金
持
の
川
町

J
ル
ス
ヰ
バ

y

町
山
守
山
口
市
。

一
が
慨
に
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
も
し
か
し
即
日
長
私
但

カ
ナ
ザ
ハ
カ
ン
ノ
ン
ジ
ユ
ン
レ
イ
ウ
タ

金
法
制

一
は
俗
山
℃
あ
る
か
ら
・
こ
の
論
は
会
〈
似
協
の
な
い

一昌一日
順
訟
欺
一
加
。
会
祁
山
巾
総
司
の
脱
抑
止Hdv~
、

一
こ
と
で
あ
る
。

取
刊
に
別
け
て
各
'一一
ーす

こe

肋
狗
詠
じ
た
も
の
。
従
二

e

カ
ナ
ザ
ハ
ゴ
ギ
ン

金
選
五
吟

J
ハ
イ
カ
イ
カ

枇
巾
納一
一品
有
限
卿
門
却
の
作
と
あ
る
か
ら
、
元
政

・
F

ナ
ザ
山
プ
ギ
Y

釧
約
金
伸
一
』
吟。

人ザ
mw凶一に
川
来
た
の
で
あ
ら
ヲ
。

一

カ
ナ
ザ
ハ
コ
セ
キ
シ

金
運
古
蹟
志

一一
干
凶
加
。

カ
ナ
ザ
ハ
キ
ジ

金
滋
記
事

一

川

ω
白
川
対
川
明
治

H
凶
年
森
川
市
次
討
。
合
神
城
及
び
域
下
町
沿

判
。
文
政
六
年
の
向
町
山
本
が
あ
る
。
芋
刑
制
雌
五
郎
の

一
市
名
以
に
就
い

C
制
大
山
附
ら
さ
ず
記
さ
れ
、
延
い
亡

砂
金
を
州
市
た
話
、
山
川
同
僚
携
家
の
閃
代
に
金
抑
制
叫
次
と

一
判
名
人
物
川
和
に
及
ん
で
ゐ
る

o
X
三
十
二
加
本
の
あ

い
」
+
山
内
村
た
こ
と
、
'大
正
中
上
杉
山
川
併
に
従
っ
て

一
る
の
は
、川
治
以
一十
パ
年
同
人
の
刊
で
、前即
日
に
幾
分

山地た

mr品
川
正
が
合
開
械
の
析
を
台
む
仰
を
作
っ
た
こ

↑
の
山
正
そ
加

へ
・人
物
似
の
如
き
は
全
く
山
口
略
し
て
、

と
、
前
川
狩
腕
が
金
城
山
町
制
作
を
的
制
し
た
-
」
と
等
今
一一

地
理
的
事
柄
引
そ
の
み
抗
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
文
で
記
し
て
あ
る
が
、
必
見
に
附
ち
た
も
の
で
あ

カ
ナ
ザ
ハ
ゴ
ボ
ウ

金
還
御
坊

(
一
〉
金
保
御
坊

る。

一
の
部
制
|
本
即
時
u

の
金
制
作
に
述
て
た
最
初
の
支
院
は

カ
ナ
ザ
ハ
ギ
ン
ザ
ゼ
ン
口
。

金
銭
、銀
座
前
銭

一
魚
川
仰
御
均
℃
あ
っ
た
ω
初
段
に
よ
れ
ば
、
本
側
寺
円
以

企
部
川
制
限
役
の
人
々
の
非
命
日
出
除
の
打
月
そ
記
椛
し

一
如
の
来
た
時
、
土
民
が
山
附
山
の
米
州
印
ち
後
の
金

た
も
の
で
あ
る
が
、
能
川
集
録
し
た
氾
曲
目
C
あ
る
た

-mM崎
の
地
に
一

小
は
そ
む
い
た
に
初
る
と
し
て
ゐ

め
詩
帆
が

Z
レ。

一
る
ο
し
か
し
白
い仰
が
加
れ
に
鳩
山
附
し
た
か
否
か
は
肌

カ
ナ
ザ
ハ
hy
ジ
ツ
サ
イ
=
ン
シ
ラ
ベ
チ
ョ
ウ

金
る
鋭
は
し
〈
、
札
つ
山
口
k
一
向
宗
が
ζ
の
同
に
大

津
九
十
歳
入
調

桜

山

文
十
年
前
川
綱
紀
が
九
十
以

一
勢
力
を
斜
た
の
は
挫
如
の
昨
に
あ
る
か
ら
、
金
持
御

以
L
L

の
制
民
に
一

λ
扶
持
を
お
す
る
例
中
一
附
い
て
か

一
例
の
草
仰
を
法
〈
弘
知
に
迦
ら
し
め
る
こ
と
は
附
難

b
、
停
年
正
月
凶
日
金
制
作
削
台
所
か
ら
、
該
沼
目
の

一
で
あ
る
。

土
民
が
よ
を
館
山
内
附
し
て
御
山
と
呼
ん
だ
こ

有
揮
を
上
申

L
t何回世
E
あ
る
。
九
十
世
入
の
自
画
戸

と
も
、
即
に
そ
の
地
が
丘
陵
で
あ
っ
た
の
み
で
な
〈
、

一
八
四

先
に
話
如
が
古
口
附
に
側
め
た
寺
坊
を
御
山
と
い
う
た

惚
の
別
院
で
あ
る
か
ら
、
限
令
作
所
を
終
ず
と
も
一

w

例
に
倣
っ
た
と
思
は
れ
る
o
さ
れ
ば
越
自
紙
記
(
加

止

す
べ
き
限
b
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
一
山
し
て

到
紀
〉
に
、

向
如
の
天
文
日
妃
天
文
十
五
作
イ
月
什
九
日

の
保

延
能
停
巾
に
、
加
州
賂
山
に
、
本
剛
寺
米
庄
司
諮
問
M

一
に
、
「
加
州
税制

mmA何
へ
、
本
鈴
木
側
、
山
山
御
修
大

-

f
t
 

す。

一
配
也
、
御
側
、
記
仰
、
門川町
m
I
1
、
抗
如
M
Wタ
J

下
之
。

本
寺
本
山
に
在
て
山
口
如
上
人
御
代
。
誠
一
如
上
人
御
三
日
川
辺
仲
以
外
側
山
諮
問
川
町地
日
ド
、
悉
滋
九
下
v

之
o
h
と

限
m
H
御

抗

命

。

い

ひ

、
同
十
二
月
札
日
の
総
に
、
「
加
州
全
開
一
山
千

文
治
元
年
間
=
一
(

J

ハ
カ
〉
月
、
武
院
の
船
来
を
、
加

へ
、
七
一
帥
耐
川
下
之
。』
と
い
ふ
は
、
此
の
昨
に
討
っ
て

州
末
寺
坊
主
に
下
し
給
。
米
寺
諮
惣
よ
り
十
年
計
御
欽
が

川
恕
せ
ら
れ
山
川
大
と
な
っ
た
に
よ
る
も
の

り
後
也
。
筑
如
ト
九

人

御

代

。

二

仁

、
こ
L

に
附
山
御
拶
と
い
ふ
は
制
的
の
こ
と
で
あ

と
あ
る
こ
そ
‘
前
際
を
州
問
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
忠

一
。
、
目
加
川
町
行
品
川
安
下
附
し
た
の
は
白
前
住
上
人
の

は
れ
る
。

wu
如
は
延
徳
一光
年
に

21初
臓
を
嬰
ぎ
、
山間

一
山静品
開
そ
安
也
す
る

-
向田到
の
約
内
に
従
-3
た
も
の

C

如
は
明
地
八
年
に
示
寂
し
た
の
で
あ
る
。
般
に
金
持
あ
る
。
こ
の
前
年
に
主
開
御
均
の
加
山
梨
せ
ら
れ
た
ζ

御
均
の
草
創
は
、
問
代
を
以
て
す
れ
ば
は
如
の
附
と

一
と
は
・
十制
大
飾
文
符
天
文
十
五
年
六
且
十
八
日
附
榊

L
、
抗
策
終
密
の
功
を
輔
け
た
の
は
訟
如
で
は
な
か

一
右
衛
門
一政
附
の
版
木
法
制
御
防
に
宛
て
た
、
同
十
削

っ
た
ら
う
か
。

山
城
の
山
科
越
前
の
官
制
・悩
却
の

一
年
の
加
州
附
泉
川
削
淀
川
肌
に
、
円
球
目
出
川
文
み
K
う
さ
」

石
山
と
同
じ
〈
、
抵
駆
的
巣
地
を
選
定
し
た
手
法
か

一
られ
帖
於
石
川
惣
同
巾
」
三
ん
剛
山
側
』
と
あ
ろ
に
見

ら
見
て
も
、
如
何
に
も一辿
如
ら
し
〈
思
へ
る
。

民
俗

-
て即

muで
あ
る
。
天
文
日
記
の
彼
の
隙
4T
附
し
て
、

担
に
謎
如
附
悲
の
寺
均
売
政
へ
て
、『
部一如
上
人
は
川
町
金
制
作
御
均
の
却
仰
で
あ
う
ヲ
と
す
る
院
も
あ
乙
が
、

村山間
・大
坂
山
間
・
堺
御
均
・越
前
古
川附
・
掃
州
英
れ
・参
惣
凶
巾
そ
峨
げ
て
術
力
し
た
今
次
の
抑
制
は
、
そ
の

州
土
品
・
問
的
院
・大
和
似
一
円
以
-
紀
州
脱
出
紅
一
山
酬
な
ど
は
協
大
引
化
に
あ
っ
て
、
初
戒
の
m
誌
は
そ
れ
よ
り
以

山
間
山
に
て
御
入
候
。
但
訟
原
は
抗
如
に
て

御
入
依

-
前
に
あ
っ
た
も
の
と
者
へ
ら
れ
る
。

欺
。
』
と
い
う
て
、

そ
の
中
に
金
郡
御
坊
キ
一
台
ま
ぬ
の

一
公
一
)
御
山
と
本
加
寺
金
持
御
均
は
叩
に
御
山
と
も

も
、
之
を
山
如
の
山川
辺
と
郎
め
た
般
で
あ
ら
う。

論
い
う
た
。
-
一
一
尚
間
引
に

で
ド
内
の
峨
は
近
き
防
士
一
し

お
或
は
い
ふ
。
反
政
山
由
磁
に
掛
れ
ば
、
永
正
巾
れ
如
の
本
側
司
の
米
寺
有
て
、
在
戸
別
々
よ
り
挙
前
し
て
お

子
制
如
は
、
近
岡
新
た
に
郡
削
に
這
泊
せ
ら
れ
た
均

一
山
と
巾
な
ら
は
す
0

』
と
あ
る
泌
り
で
あ
る
o
魁
税
引

合
の
恥
却
を
命
じ
た
が
、
加
賀
に
在
つ
て
は
若
松
・

三
州
芯
年
に
之
そ
本
刷
出
寺
と
す
る
が
、
文
献
の
上
一
仁

抑制押印
・二
保
・披
佼
符
・鮎
制

・山
川
・制
川
町
セ
例
外
と

-
は
決
し
亡
さ
る
れ
抑
制
を
俊
比
し
得
山
。
例

へ
ば
天
文

し
て
ゐ
る
o
川
し
て
こ
の
巾
に
金
祁
御
均
売
入
れ
て
日
把
天
文
，
1
.
A
年
に
加
州
合
仰
均
AW
れ
と
も
設
相
伸
一
平

ゐ
な
い
か
ら
、
金
抑
御
均
が
白
如
時
代
に
成
れ
る
如
と
も
い
ひ
、
天
一
昨
凶
年
入
且
一

伎
の
れ
節
目
叩
が
下
川

き
新
寺
院
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
と
o
し
か
し
‘
間

一
刑
部
法
以
に
跨
げ
た
訴
紋
に

『
念
押
印
於
御
川
県
被
設
問

如
の
阪
却
せ
し
め
た
の
は
、
私
に
起
立
し
た
も
の
に

一
般
』
と
い
ふ
の
烈
、
日
時
若
し
本
源
寺
町
れ
が
あ
っ

紅
レ
て
宮
山
の
で
‘
童
揮
官
萌
の
朗
き
は
本
町
寺
自
一
た
な
ら
ば
、問
れ
か
に

E
さ
れ
古
う
在
・
も
の
で
あ
る
。


